
四中をいじめのない学校に
４月に道徳の授業で「いじめ」について学び、考えました。「いじめはやっては

いけないこと」ということは、誰もが頭ではわかっていることだと思います。しか

し、現実はどうでしょうか ...。今はスマホが普及し、SNSで人の悪口やあらぬ噂

話を書き込んだり、仲間はずれにしたりという話を時々、耳にします。本当に残念

なことだし、許せないことです。心当たりのある人はいませんか？

タレントの春名風花さん（２１）という方が、小学校６年生の時に書いた「いじ

め」に関する文章を紹介します。読んでみてください。

いじめている君へ

■君、想像したことある？

ぼくは小学６年生です。タレントだけど、ふつうの女の子です。今から書く言葉は君には届かな

いかもしれない。だって、いじめてる子は、自分がいじめっ子だなんて思っていないから。

いじめがばれた時、いじめっ子が口をそろえて「じぶんはいじめてない」って言うのは、大人が

言う保身のためだけじゃなく、その子の正直な気持ちじゃないかなと思います。

ただ遊んでいるだけなんだよね。自分より弱いおもちゃで。相手を人間だと思ってたら、いじめ

なんてできないよね。感情のおもむくままに、醜悪（しゅうあく）なゲームで遊んでいるんだもん

ね。

ぼくもツイッターでよく「死ね」とか「消えろ」とか「ブス」とか「ウザい」とか言われます。顔が

見えないから体は傷つかないけど、匿名（とくめい）なぶん、言葉のナイフは鋭いです。

ぼくだけでなく、時には家族を傷つけられることもある。涙が出ないくらい苦しくて、死にたくな

る日もあります。

けれどぼくは、ぼくがいくら泣こうが、本当に自殺しようが、その人たちが何も感じないことを

知っている。いじめられた子が苦しんで、泣いて、死んでも、いじめた子は変わらず明日も笑って

ご飯を食べる。いじめは、いじめた人には「どうでもいいこと」なんです。

いじめを止めるのは、残念ながらいじめられた子の死ではありません。その子が死んでも、ま

た他の子でいじめは続く。いじめは、いじめる子に想像力を持ってもらうことでしか止まらない。

■いじめゲームをしている君へ。

あのね。「キモい」「死ね」と連日ネットで言われるぼくが生まれた日、パパとママはうれしくて、

「命にかえても守りたい」と思って、ぼくがかわいくて、すごく泣いたらしいですよ。この子に出会

うために生きてきたんだって思えるくらい幸せだったんだって。それは、ぼくが生意気になった今

でも変わらないそうですよ。

想像してください。君があざ笑った子がはじめて立った日、はじめて歩いた日、はじめて笑った

日、うれしくて泣いたり笑ったりした人たちの姿を。君がキモいウザいと思った人を、世界中の誰

よりも、じぶんの命にかえても、愛している人たちのことを。

そして、その人たちと同じように笑ったり泣いたりして君を育ててきた、君のお父さんやお母さ

んが、今の君を見てどう思うのか。

それは、君のちっぽけな優越感と引き換えに失ってもいいものなのか。いま一度、考えてみてく

ださい。 （春名風花さん：タレント）

どうですか？この文章を読んで、何か感じることはありませんか？四中をいじめのない、誰にと

っても居心地のいい学校にしていきましょう。そして、何か悩み事がある人は、一人で悩まずに、

話しやすい先生やスクールカウンセラーの和田先生に相談してください。

中学生の投稿を紹介します
先日の新聞に掲載されていた中学生の投稿を紹介しますので、読んでみてください。

大好きな先生を見習い前を向く

大好きで何度も助けてもらった先生が今春異動されました。

その先生は私が悩んでつらい時、真剣に考えて寄り添ってくれたり、頑張れと背中を押してく

れたりしました。時には「逃げることも必要だよ」と言ってくれました。

いつも笑顔で、家族と同じくらい大切な人です。先生とは前を向いて進んでいくことを約束し

ました。先生のように周りの人の背中を押してあげられる人になりたいです。

（東京都武蔵村山市 中学生 １３歳女子）

多くの犠牲生む戦争早く止めて

ロシアによるウクライナ侵攻が始まって２か月以上がたった。現在も激しい戦闘が続き、犠牲

者が出ている。大人はこんな現実を子どもたちに見せ続けていいのだろうか。

ロシアのプーチン大統領は侵攻を正義だと思っているかもしれない。しかしそれは間違ってい

ると思う。ニュースでは連日、子どもたちが犠牲になっていると伝えている。

世界中の人々が、戦争が早く終わることを願っている。戦争には必ず犠牲になる人がいる。幸

せに生きていく権利は皆、平等にあるはずだ。それを壊してはいけない。

（京都府宇治市 中学生 １２歳女子）

明日から中間テスト。自己ベストをめざして頑張れ！ Do your best!
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